
　

こ
の
度
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
引
き
続
き
市
政
運
営
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
改
め
ま
し
て
、
そ
の
責
任

の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。

〝
新
生
匝
瑳
〞に
取
り
組
ん
だ

８
年
を
振
り
返
り

　

こ
れ
ま
で
の
８
年
間
は
、「
新
生

匝
瑳
の
ま
ち
づ
く
り
」の
た
め
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化

や
、
３
人
目
以
降
の
保
育
料
の
無

料
化
な
ど
の
子
育
て
支
援
施
策
を

は
じ
め
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た

施
策
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
、
市

民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
先
例
の
な
い

人
口
減
少
と
超
高
齢
化
が
進
む
現

状
は
、
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
を

一
段
と
厳
し
い
も
の
に
し
て
お
り
、

市
民
病
院
の
経
営
健
全
化
や
施
設

整
備
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
の
整

備
な
ど
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま

す
。

次
の
匝
瑳
に
つ
な
ぐ

基
本
方
針

　

３
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、

「
一
つ
上
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
、「
市
民
と
と
も
に
創
る
協
働

の
ま
ち
匝
瑳
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

次
世
代
の
匝
瑳
に
つ
な
ぐ
基
本
方

針
と
し
て
、「
安
心
・
安
全
」、「
産

業
振
興
」、「
市
民
参
加
」
の
三
つ

の
ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ
、
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
実
現
の
た
め
の

重
点
施
策
と
し
て
、
市
民
の
皆

様
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ

て
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
よ
う「
健
康
・
福
祉
・
医
療
・

介
護
の
充
実
」、
各
種
産
業
の
生

産
・
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た

め
「
地
域
経
済
の
活
性
化
」、
快

適
で
利
便
性
の
高
い
生
活
環
境
づ

く
り
の
た
め
「
都
市
基
盤
整
備
の

促
進
」、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
お

互
い
を
尊
重
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能

力
と
意
欲
を
十
分
発
揮
で
き
る
環

境
づ
く
り
の
た
め
「
生
涯
活
躍
で

き
る
人
づ
く
り
と
交
流
活
動
の
促

進
」、市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
〝
と
も
に
考
え
、
と
も
に
行
動

す
る
〞
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め

「
市
民
参
加
に
よ
る
市
政
の
推
進
」

の
五
つ
の
分
野
に
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
市
民

の
皆
様
に
「
匝
瑳
市
に
住
ん
で
良

か
っ
た
」
と
実
感
し
て
い
た
だ
け

る
、
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
柔
軟
な
発
想
と

「
今
日
よ
り
明
日
を
必
ず
良
く
す

る
」
と
い
う
強
い
決
意
で
、
一
意

専
心
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

目
指
す
は
一
つ
上
の
ま
ち
づ
く
り

匝
瑳
市
長　

太

田

安

規

　

太
田
安
規
市
長
が
２
月
５
日
、
選
挙
後
初
登
庁
し
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
盛
大
な
拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
玄
関
前
で
花
束
を
受
け
取
っ
た
太
田
市
長
は
「
市
民
の

皆
様
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、〝
一
意
専
心
〞
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」と
３
期
目
に
向
け
て
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

太
田
市
政　

３
期
目
ス
タ
ー
ト

市民参加のまちづくりを進めるため、
太田市長と市内高校生が意見を交えた
（昨年）

初登庁で花束を受け取る太田市長（右）初登庁で花束を受け取る太田市長（右）
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■被災直後は身を守ることを最優先に
　危険から自分の身を守ることを最優先に、落ち着い
て行動しましょう。
●身の安全を確保し、職場や集客施
設などの安全な場所で待機する。
●「災害用伝言サービス」を活用し、
家族の安否や自宅の無事を確かめる。
●ラジオやスマートフォンを活用し、
交通情報や被害状況などを入手する。

■日ごろからの準備を忘れない
　特に、学校や勤務先で災害に遭うことを想定して、
普段から準備をしておきましょう。
●ラジオや地図を普段から携帯する。
●歩きやすい靴（スニーカーなど）や懐中電灯、手袋、
飲料水、食料を準備しておく。
●家族で安否確認の方法や集合場所
を決めておく。
●学校や勤務先などからの徒歩によ
る帰宅経路を確認しておく。

　

勤
務
先
や
学
校
な
ど
、
自
宅
か

ら
離
れ
た
場
所
に
い
る
と
き
に
大

規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
直

接
的
な
被
災
だ
け
で
な
く
、
安
全

確
保
の
た
め
の
公
共
交
通
機
関
の

停
止
や
道
路
の
通
行
規
制
な
ど
で

帰
宅
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
と
き
に
多

く
の
人
が
一
斉
に
帰
宅
を
始
め
る

と
、
火
災
や
沿
道
の
建
物
か
ら
の

落
下
物
な
ど
に
よ
っ
て
負
傷
す
る

危
険
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、救
助
・

救
急
活
動
の
妨
げ
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
災
害
発
生
時
に
は

む
や
み
に
移
動
を
開
始
せ
ず
に
、

落
ち
着
い
て
身
の
安
全
の
確
保
や

情
報
の
収
集
に
努
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

ま
た
、
普
段
か
ら
、
家
族
な
ど

と
安
否
確
認
の
方
法
を
話
し
合
う

な
ど
〝
日
ご
ろ
の
備
え
〞
に
も
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
総
務
課
消
防
防
災
班

☎
73
・
０
０
８
４

災害発生時の心得

むやみに移動を開始せず
落ち着いて行動を

大雨によって崩落した県道（平成25年10月）大雨によって崩落した県道（平成25年10月）

　飯高特別支援学校で２月20日、避難所開設訓練が行われ、
児童生徒の他、地元住民ら約50人が参加しました。
　これは、災害発生時の指定避難所である同校が、地域と連
携して自助・共助の意識と危機対応能力を高めることを目的
として実施したものです。住民らによる移動訓練では、自主
防災会の誘導で、経路の選定や危険回避のために注意するべ
きことなどを確認しながら約200ｍ離れたコミュニティセン
ターから同校まで徒歩で移動しました。この他、児童生徒に
よる災害時に役立つ知識や技能の学習などが行われました。

要
援
護
者
役
の
男
性
を
リ
ヤ
カ
ー

に
載
せ
て
移
動
訓
練
を
行
う
住
民

　

大
規
模
災
害
の
発
生
時
は
、
交
通
機
関
の
ま
ひ
な
ど
で
帰

宅
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合
、
む
や
み
に
移
動

を
開
始
せ
ず
、
身
の
安
全
の
確
保
や
情
報
収
集
な
ど
、
落
ち

着
い
た
行
動
を
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
を
通
じ
た
国
か
ら
の

緊
急
情
報
を
確
実
に
伝
え
る
た
め
、

防
災
行
政
無
線
放
送
を
利
用
し
た

伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

《
訓
練
の
内
容
》

　

訓
練
日
時
に
、
戸
別
受
信
機
と

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
次
の
内
容

を
一
斉
放
送
し
ま
す
。

①（
チ
ャ
イ
ム
音
）

②
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
」と
３
回
ア
ナ
ウ
ン
ス

③
「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
そ
う

さ
で
す
」と
１
回
ア
ナ
ウ
ン
ス

④（
チ
ャ
イ
ム
音
）

《
戸
別
受
信
機
の
貸
し
出
し
》

　

本
市
の
住

民
基
本
台
帳

登
録
世
帯
に

防
災
行
政
無

線
の
戸
別
受

信
機
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
貸

し
出
し
は
無
償
で
、
１
世
帯
に
付

き
１
台
で
す
。

　

希
望
者
は
左
記
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問
問
総
務
課
消
防
防
災
班

☎
73
・
０
０
８
４

飯高特別支
援学校で避難所開設訓練

自
助
・
共
助
で

災
害
に
備
え

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

3
水 14

11時～

  広報そうさ H 30. 3. 13


